
作成日

【評価実施概要】 【外部評価で確認されたこの事業所の特徴】

情報提供票より】（平成19年12月22日事業所記入） 【重点項目への取り組み状況】

2 ユニット 人

9/10人

（２）建物概要

2 階建ての 1 階 ～ 2 階部分

（３）利用料金等(介護保険自己負担分を除く）
円 円

朝食 円 昼食 円
夕食 円 おやつ 円

（４）利用者の概要（ 12月 22日現在）
18 名 男性 3 名 女性 15 名

名 名
名 名
名 名

年齢 平均 87.2 歳 最低 74 歳 最高 94 歳

（５）協力医療機関

今回の自己評価に対する取り組み状況（関連項目：外部4）
建物形態 併設

開設年月日 平成15年4月1日

重
点
項
目
①

前回評価での主な改善課題とその後の取り組み、改善状況（関連項目：外部4）
①権利擁護等の制度について入居時に説明しポスターの掲示や、外部研修会に参加した職員
が伝達研修を行っている②入院先や自宅にお伺いしたり見学・宿泊して頂きながら馴染みの関係
作りに努めている③計画作成時は生活習慣等を把握し利用者の行動・表情から思いを汲み取り、
家族の意向やかかりつけ医の助言を頂きながら職員全員で話し合っている④終末期の対応につ
いて利用者・家族のご意向を把握し、その時々に応じて繰り返し話し合っている

（１）組織概要

新築

訪問調査日 平成20年5月14日 評価確定日

18

平成20年8月1日

SEO ㈱福祉サービス評価機構

福岡県福津市奴山1205‐1
（電 話）0940‐52‐0098

4074600109

社会福祉法人 北筑前福祉会

事業所名 津屋崎園グループホーム 座々

利用者人数
要介護１

ユニット数 利用定員数計

要介護２10

職員数 常勤 6/6人, 非常勤 3/4人, 常勤換算 8.1/9人

償却の有無
有（ 100,000 円）

１． 評 価 結 果 概 要 表
［認知症対応型共同生活介護用］

2008年7月22日

所在地
(電話番号）

事業所番号 母体施設の法人創設時に理事長は、地域の方が一緒に集って共に生活できるような総合的支援が必
要であると考え、地域に信頼される社会福祉法人を目標とした。その長い歴史の中で築いてきた信頼
を基に『共生』を経営理念に掲げ、自宅と同じように介護していく、此処で良かったと家族の方に思って
頂ける場所を目指してホームが開設された。遠く玄海灘が見渡せ、辺り一面に広がる田園風景や古墳
らしき丘陵も望める小高い場所に建ち、玄関前の畑には梅が実りプランターには色とりどりのパンジー、
季節の花が植えられ其処に立つだけでホッとする空間となり、道路を挟んで建つ母体施設の敷地内に
は、墳墓が整備され利用者との散策場所にもなっている。職員が利用者に寄り添って一緒に楽しむ事
が出来るよう所長自ら畑を耕し、利用者に出来る事をして頂くような働きかけ、輝ける瞬間を職員と共に
意識して作っている。毎日楽しい出来事で思い出を作り、この地で暮らし慣れ親しんだ農作業や作物
の収穫を利用者と一緒に喜び分かち合い、地域の名産を取り寄せたり新鮮なものを美味しく食べる事
を大切にして、一つ一つの事を楽しめるように関わっている。所在地 福岡市博多区博多駅南4-2-10 南近代ビル5F

評価機関名

法人名

建物構造
鉄筋コンクリート 造り

推進会議の定期開催には至っていないが地域の代表の方に参加をお願いし、頂
いたご意見に基づいた取り組み状況の報告や、会議で取り上げて欲しい内容等の
要望をお聞きしたり会議資料を予め配っている。法人全体ではH.18.7から家族の
方に法人の評議員になって頂き、役員会議に参加して頂いている。市の窓口へ定
期的にホーム便りをお持ちし情報提供や利用者の報告、ヒヤリハット報告等を行っ
たり運営に関する不明な事をお聞きし助言を頂いている。

敷 金 無
保証金の有無

家賃（平均月額） 49,800 その他の経費（月額） 2,700

有りの場合
有

所長は新たな視点や気付いていない事がないかと云う思いや、常に先を見て振り返りながらケア
につなげていく事が必要であると職員に伝え、その思いを管理者も受け継いで取り組み、自己評
価を各職員に記入して貰い管理者が一つにまとめた。前回評価結果に基づき全職員が参加して
改善策を検討し、改善計画書は作成していないが今も取り組みを続けている。

“座々だより”に職員の異動を掲載したり担当職員が暮らしぶりを書き添える等、定期的な報
告を行っている。身体的変化についてや何かあった時には電話や面会の時にお話したり、
所長・管理者は家族に声を掛ける事を心掛けている。ご意見・苦情・不満等を率直に言って
頂けるよう、ご意見箱を設置し、面会時に「何かあれば誰でも良いので言ってください」と常
にお伝えし、ご意見・苦情等は苦情受付書に書いて記録を残し、職員会議で対応策を職員
と話し合っている。行政の相談窓口についてお話しし玄関にポスターを掲示している。

重
点
項
目
②

運営推進会議の主な討議内容及びそれを活かした取り組み（関連項目：外部4，5，6）

食材料費

利用者と共に宮地嶽神幸祭や御礼祭、秋祭りの獅子舞、小・中学校の運動会や文化
祭を見に行っている。近隣民家が少なく日常的な交流は余りないが、利用者は母体施
設との合同運動会で小学生と一緒の競技や、幼稚園児とイモ掘りを楽しんだり、小・中
学校の職場体験やハーモニカ演奏に来て頂いたり、ヘルパー・看護学生・新任教師の
介護実習等を受け入れている。地域の一員として活動の参加はないが、周辺農家の方
から野菜を頂いたり作り方を教えて頂く等の交流をしている。

(入居一時金含む)

家族の意見、苦情、不安への対応方法・運営への反映（関連項目：外部8，9）

要介護４

重
点
項
目
③

重
点
項
目
④

4

または１日当たり 1,100 円

日常生活における地域との連携（関連項目：外部3）

協力医療機関名 津屋崎中央病院、勝浦診療所、中島歯科医院

要介護３ 4
要支援２要介護５



(グループホーム 座々) 評価確定日：平成20年8月1日

２． 評 価 結 果 ( 詳 細 ）

（ 部分は重点項目です ）

外部 自己 項 目
取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容） (○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

Ⅰ．理念に基づく運営

１．理念と共有

○地域密着型サービスとしての理念

地域の中でその人らしく暮らし続けることを支えて
いくサービスとして、事業所独自の理念をつくりあ
げている

○理念の共有と日々の取り組み

管理者と職員は、理念を共有し、理念の実践に
向けて日々取り組んでいる

○地域とのつきあい

事業所は孤立することなく地域の一員として、自
治会、老人会、行事等、地域活動に参加し、地
元の人々と交流することに努めている

○評価の意義の理解と活用

運営者、管理者、職員は、自己評価及び外部評
価を実施する意義を理解し、評価を活かして具体
的な改善に取り組んでいる

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5月24日に食事会を兼ねて第2回家族会を予定しており、
この会を機に推進会議の定期開催につなげていきたいと
考えており、今後の取り組みに期待していきたい。

1

2

会議の時に問題があった事や気付いた事等を話し、早口で話してい
る時や利用者への言葉使い、関わり方について等、管理者が朝礼や
日々の現場でその都度利用者中心に考え、ゆったりと一日を過ごして
頂けるようなケアをするように職員に伝えている。色々な気付きは出来
ていると思っているが、繰り返す時にはヒヤリハット事例を通して毎月
検討し反省につなげている。職員は自分が笑わないと利用者も笑え
ないと考え、楽しく活動する事を常に意識している。

4

所長は新たな視点や気付いていない事がないかと云う思いがあ
り、常に先を見て振り返りながら新しい事に取り組み、ケアにつな
げていく事が必要であると職員に伝え、その思いを管理者も受け
継ぎ自己評価の取り組みも各職員に記入して貰い、ユニット毎に
話し合い管理者が一つにまとめた。前回評価結果に基づき全職
員が参加して改善策を検討し、改善計画書は作成していないが
今も取り組みを続けている。

地域の中に溶け込み積極的に交流していきたいと考えて
おり、外出や買い物の際に挨拶を交わす関係から始め、
地域の一員として出来る事を職員と話し合い、検討される
事に期待していきたい。

53

利用者と共に宮地嶽神幸祭や御礼祭、秋祭りの獅子舞、小・中学校
の運動会や文化祭を見に行っている。近隣民家が少なく日常的な交
流は余りないが、利用者は併設施設との合同運動会で小学生と一緒
の競技や、幼稚園児とイモ掘りを楽しんだり、小・中学校の職場体験
やハーモニカ演奏に来て頂いたり、ヘルパー・看護学生・新任教師の
介護実習等を受け入れている。地域の一員として活動の参加はない
が、周辺農家の方に作り方の指導や野菜を頂く等交流している。

○

1

法人の経営理念である『共生』を基に、今迄暮らしてきた地域の季節
行事や、家族とのつながり・生活を大切にしながら思い出を作り、利用
者と地域の方々も集まって共に生活できる場所で、利用者中心のケ
ア、その人らしく暮らし続ける為の支援を盛り込んでいる。地域との共
生・利用者との共生を考え、Ｈ．16に『楽しくなければ座々じゃない』を
基本に、毎日楽しい思い出作りをする、毎日美味しい食事を提供す
る、毎日健康な日々を送ってもらうという理念を所長が作った。

85

推進会議に地域の代表として区長に参加をお願いし、頂いたご意見
に基づいた取り組み状況について報告したり、会議で取り上げて欲し
い内容等のご要望をお聞きしたり、会議資料を予め配る等している。
法人全体で介護の委員や在宅介護支援センター等、緊急システムの
委託を受けているが直接ホームが関わる頻度は少ない。推進会議の
定期開催には至っていないが、H.18.7から家族の方に法人の評議員
になって頂き役員会議に参加して頂いている。

2

○

２．地域との支えあい

7

３．理念を実践するための制度の理解と活用

取り組みを期待したい項目

2 SEO ㈱福祉サービス評価機構



(グループホーム 座々) 評価確定日：平成20年8月1日

外部 自己 項 目
取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容） (○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○市町村との連携

事業所は、市町村担当者と運営推進会議以外に
も行き来する機会をつくり、市町村とともにサービ
スの質の向上に取り組んでいる

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、地域福祉権利擁護事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、必要な人にはそれらを
活用できるよう支援している

事業所での利用者の暮らしぶりや健康状態、金
銭管理、職員の異動等について、家族等に定期
的及び個々にあわせた報告をしている

○運営に関する家族等意見の反映

家族等が意見、不満、苦情を管理者や職員なら
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に
反映させている

○職員の異動等による影響への配慮

運営者は、利用者が馴染みの管理者や職員によ
る支援を受けられるように、異動や離職を必要最
小限に抑える努力をし、代わる場合は、利用者へ
のダメージを防ぐ配慮をしている

○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用に
あたっては性別や年齢等を理由に採用対象から
排除しないようにしている。
また、事業所で働く職員についても、その能力を
発揮して生き生きとして勤務し、社会参加や自己
実現の権利が十分に保証されるよう配慮している

11 19

職員の募集・採用時に性別・年齢・宗教等で対象から外す
事はなく、能力が発揮出来るよう職員に色々な業務を担当
して貰いながら、手芸等の得意な事を活かして、利用者と
一緒に刺し子のティッシュペーパーのケースを作ったりして
いる。レクレーションインストラクターの資格取得時や、障害
児・障害者支援のボランティア活動をしている職員の勤務
調整を行ったり、介護福祉士受験に向けて法人の勉強会
に参加できるよう支援している。

8

居室担当の職員が暮らしぶりや健康状態等を“座々だより”に書き添
え、職員の異動等も掲載し面会の時にお渡ししたり、特に身体的変化
についてや何かあった時は電話でお話している。加齢と共にADLの
低下があるものの入居後に食事摂取量が増えたり、元気になられて
いる事を担当職員が家族にお伝えし、所長・管理者も家族とお話しす
る事を心掛けている。毎月出納帳を見てサインを頂き、年毎に出納帳
のコピーと領収書をお渡ししている。

9

ご意見・苦情・不満等を率直に言って頂けるよう、ご意見箱の設置
や面会時に職員・管理者は、常に「ご希望や何かあれば誰でも良
いので言ってください」と、お話しし信頼関係作りに努めている。ご
意見・苦情等を頂いた時は苦情受付書に記録を残し、職員会議
で対応策等を話し合っている。行政等の相談窓口についても入
居時にお伝えしており、繰り返しの説明は行っていないが玄関に
ポスターを掲示している。

４．理念を実践するための体制

10

現在制度を利用されている方はいらっしゃらないが、契約時や全
利用者にパンフレットをお見せして制度について説明し、玄関先
に制度に関するポスターを掲示・備え付けて、必要な時にご相談
頂けるようになっている。制度に関する外部研修会に職員が参加
し、研修報告を行っており制度の概要や相談窓口等について全
職員は知っているが、職員毎にどの程度まで理解できているかは
不明である。

○
外部研修・伝達研修を通じて職員が制度についての理解
を更に深め、利用者個々の制度利用の必要性について
話し合い、状況に応じて活用の支援が出来るよう、今後の
取り組みに期待していきたい。

96

所長や管理者が月に数回、介護保険の申請の手続き
や職員研修等の申し込みに市の窓口へ伺ったり、定期
的にホーム便りをお持ちしたり空室状況や利用者等の
情報提供、ヒヤリハット報告等を行っている。ケアマネ
ジャー変更の手続きや、運営に関する不明な事をお聞
きし、指導や助言を頂いている。

7

15

14

職員は両ユニットの利用者情報を、共有している利点を活
用していきたいと考えており、職員が家族とお話しする機
会を意識して持ち、担当職員の交代等について繰り返し
お伝えしていく事で家族の不安も軽減し、利用者に波及
するダメージを防ぐ事にもつながっていくと考えられる。今
後の取り組みに期待したい。

10

3ヶ月毎の担当者制で両ユニット間で定期的な職員の交代と、法人内
の人員体制や適性等を配慮した異動がある。利用者の介護計画や行
事等に主体的に関わり、職員全員での情報共有を目的とした異動を
家族にお伝えしているが、不安の声もあり6ヶ月毎に変更した。ケア会
議・申し送りも両ユニットで一緒に行っており、職員は情報の共有や家
族の方と話し易くなったとの思いがある。基準以上の人員配置や休み
の希望に応じたり、管理者が悩みを聞いたり、新規職員は先輩職員と
一緒に勤務し、十分な情報提供や指導を受けている。

○18

５．人材の育成と支援

3 SEO ㈱福祉サービス評価機構



(グループホーム 座々) 評価確定日：平成20年8月1日

外部 自己 項 目
取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容） (○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、入居者に対する人権
を尊重するために、職員等に対する人権教育、啓
発活動に取り組んでいる

○職員を育てる取り組み

運営者は、管理者や職員を段階に応じて育成す
るための計画をたて、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

○同業者との交流を通じた向上

運営者は、管理者や職員が地域の同業者と交流
する機会を持ち、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上さ
せていく取り組みをしている

○馴染みながらのサービス利用

本人が安心し、納得した上でサービスを利用する
ために、サービスをいきなり開始するのではなく、
職員や他の利用者、場の雰囲気に徐々に馴染め
るよう家族等と相談しながら工夫している

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共にし、本人から
学んだり、支えあう関係を築いている

12 20

人権に関する外部研修に職員が参加し、報告書の提
出や伝達研修を行い、会議・カンファレンスや申し送り・
日々の現場で常に利用者の人権尊重について話して
いる。言葉使いやケアの際も、目上の方に対する尊敬
の気持ちで接しており、今後も人権教育・研修に参加
し、更に啓発活動に取り組み維持していく。

2916

巻寿司が得意な利用者に材料から教えて頂き一緒に作ったり、ゴー
ヤの収穫時は調理法を尋ねて炒め物やゴマ和えにし、ラッキョウ漬け
や着物の着付けを教えて頂く等、職員は利用者が取り組む出発点を
提供する事を常に意識している。買い物の時は必ず一緒に来られ
「重いから俺が持とう」と荷物を持って頂いたり、会話の中で利用者が
「昔は○○だったよね」等、職員は利用者に支えられていると感じた
り、互いに学び合う関係作りに努めている。

2815

入居申し込みに来られた際に本人・家族からお話しをお聞きしたり、
入居される迄の間は電話で様子をお聞きしたり、管理者と計画作成担
当者が入院先や自宅にお伺いして状態の把握や、医師からの情報を
頂いている。入居前に見学やお茶を飲みに来て頂き馴染みの関係作
りを行い、入居後も家族の方や友人に来て頂き食事を一緒にして頂
いたり、宿泊して頂きながら徐々に馴染んで頂いたり、入居前に行き
つけだった美容室や和食処にお連れしたり、生活の継続に配慮し安
心・納得して利用して頂けるよう支援している。

22

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

14

社会福祉法人のグループホーム会議に所長・管理者
が参加し、必要に応じて職員が参加する事もある。研
修会に参加した時に情報交換したり、電話やメール等
で日常的に相談等を行ったり、職員も相互訪問を行い
ケアの振り返りにつながり、自信を持てるようになってき
ている。

21

法人内研修の方針に沿って新入職時から職員を育てて
いく事が必要と考えている。職員と話し合い方向付けを行
いながら常に向上心を持ってスキルアップしていけるよう、
各職員の立場・経験・習熟度等に応じた育成計画の作成
等、更なる取り組みに期待していきたい。

13

法人全体で実技やホーム内で看護師による疾患等の勉強会を毎月
行っている。市や協議会主催のリーダー研修、認知症介護実践者研
修等に職員も参加し、報告書の提出や伝達研修や資料を回覧してい
る。職員毎の育成計画は作成していないが、介護福祉士・介護支援
専門員・社会福祉士等の資格取得に向け勤務調整を行っている。ヘ
ルパー資格の次は介護福祉士を目指すよう伝え、資格取得後は次の
ステップに向かい自主的に取り組んでいる。

○

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応
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(グループホーム 座々) 評価確定日：平成20年8月1日

外部 自己 項 目
取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容） (○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

○チームでつくる利用者本位の介護計画

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映した介護計画
を作成している

○現状に即した介護計画の見直し

介護計画の期間に応じて見直しを行うとともに、
見直し以前に対応できない変化が生じた場合は、
本人、家族、必要な関係者と話し合い、現状に即
した新たな計画を作成している

○事業所の多機能性を活かした支援

本人や家族の状況、その時々の要望に応じて、
事業所の多機能性を活かした柔軟な支援をして
いる

○かかりつけ医の受診支援

本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得ら
れたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、
適切な医療を受けられるように支援している

『地域で暮らす』視点を計画に盛り込むと共に、利用者の思い
等を基に具体的な目標にし、現在行われているケアを個別の
手順書にする事で個別・具体的な計画となる。サービスの内
容が具体的に記載される事で、利用者の生活ぶりが計画書の
中から窺え家族も状況把握が容易になり、より安心した生活に
つながっていく。今後の取り組みに期待していきたい。

行動の背景にあるものの推察が十分でない事を職員・管
理者は感じており、同じ介護をしていても利用者は常に変
化している事を意識し、生活習慣や背景等を掘り起こしな
がら、その都度検討し常に前を目指していきたいと考えて
おり、今後の取り組みに期待したい。

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

3818

利用者の思い等を踏まえ『その人らしく暮らし続ける』為の、個別・
具体的な課題は記載されているが、目標が大括りで介護者の視
点になっていたり、殆どの方に『地域で暮らす』視点が盛り込まれ
ていない。表現の面でも専門用語も見受けられ、現在行っている
ケアは大まかなポイントだけになっている。担当職員が計画原案
を作り、かかりつけ医に相談して助言を頂いたり、全員で話し合い
利用者・家族の意見等を計画に反映させている。

○

3517

3919

毎月モニタリングや3ヶ月毎の定期的な計画の見直しを
行い、利用者・家族の状態等に変化が生じた場合は、
設定した時期の前でも臨機応変に計画の見直しを行っ
ている。新たな要望や状態の変化が見られない利用者
の、変化の兆しやケアの変更の必要性について、月に
1回程度は検討を行っている。

21

入居時に希望する医療機関をお聞きし、以前からのかかりつけ医や
協力医療機関での受診支援を行い、歯科医師はホームに来て頂い
て必要な治療や、専門的な口腔ケアを定期的に受け食生活が改善さ
れている。原則として通院介助は家族にお願いし必要に応じて看護・
介護職員が同行し、いつでもかかりつけ医に相談が出来る状況であ
る。臨時に受診された時の結果は変化ががない場合も速やかに報告
し、家族だけで通院された時も結果の把握は出来ている。

4120

医療連携体制が整えられ日常の健康管理を看護職員が行い、気に
なる事や何かあった時の状況判断等いつでも相談ができる。緊急時
は救急車を要請しており、利用者の入院時は情報提供したり職員が
お見舞いに伺い、情報を共有し早期退院につなげている。行きつけ
の美容室や墓参り、自宅に柿をちぎりに行ったりしている。入居の申し
込みに来られた家族に、在宅でのケア方法や緊急避難的な方法をお
伝えしたり、他施設の情報や電話での介護相談も受けている。

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

45

利用者の生活習慣等を把握し行動・表情から思いを汲み取り、利用
者の思いに合わせる事を念頭に対応しているが、夜間に声を荒立げ
られる時の背景にあるもの迄は推察出来ていない。フッと漏らした「○
饅頭が食べたい」の一言を大切にしてお取り寄せしたり、家族の協力
を頂き趣味の詩吟教室に毎週通っている。意向を表明されない方が
職員のする事をジーッと見られていたので、出来そうな事を考えて「○
○して頂いていいですか」と茶碗拭き等して頂いている。

○

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

３．多機能性を活かした柔軟な支援
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(グループホーム 座々) 評価確定日：平成20年8月1日

外部 自己 項 目
取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容） (○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○重度化や終末期に向けた方針の共有

重度化した場合や終末期のあり方について、でき
るだけ早い段階から本人や家族等ならびにかかり
つけ医等と繰り返し話し合い、全員で方針を共有
している

○プライバシーの確保の徹底

一人ひとりの誇りやプライバシーを損ねるような言
葉かけや対応、記録等の個人情報の取り扱いをし
ていない

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

○入浴を楽しむことができる支援

曜日や時間帯を職員の都合で決めてしまわず
に、一人ひとりの希望やタイミングに合わせて、入
浴を楽しめるように支援している

25

利用者のご希望の献立や、野菜等を頂いた時に献立変更や1品追加
し、食材の買い出し、調理の下ごしらえや調理、盛り付け・食器拭き・
片付け等をして頂いている。茶碗・箸・湯呑は使い慣れた自分の物を
持って来て頂き、職員も一緒に食卓につき楽しい雰囲気を作ってい
る。誕生日や外出の時の外食、出前で弁当を取ったり“がめ煮”等の
郷土料理、自家製の新鮮な夏野菜やスイカ・じゃがいも・玉葱等を採
り入れ、食事を楽しんで頂けるよう工夫している。

5424

利用者が強い言葉の時や気持ちが高ぶっている時は、職員の対応
が悪いのではと考えているが、利用者に合わせゆったりする事を心掛
けている。ご希望に添えるよう「花見に行きましょうか」と声をかけたり、
嫌がられる時は時間を少しおいたり家族にご協力を頂いている。生活
のリズムが取れるよう声かけ・誘導を行うが無理強いはせず、夜間の
睡眠状態を把握して、その時に応じて数回声をかけ暫らく起こさずに
様子を見たり、食事も取り置きや牛乳やおやつで対応している。

56

職員は利用者が“死”を身近な事として考えられている事を、日常
の会話の中から感じとっており、その気持ちを支え職員、家族も
共に“死生観”を育てていく事も必要になってくる。安心して生活
できる場で今の時間を楽しく過ごして頂き、ホームで看取りをさせ
て頂いた時に、地域の中で生活していた時と同じように、利用者
も一緒に葬儀に参列し、大切な人を見送る事ができるよう支援し
ていきたいと考えており、今後の取り組みに期待していきたい。

49

１．その人らしい暮らしの支援

（１）一人ひとりの尊重

5223

「○さん」と名前でお呼びする時も、目上の方に対する尊敬の念を
持って接し、排泄介助時も良い気持ちで過ごして頂く為に職員で話し
合い、個々の特徴に合わせ「かゆみ止めの薬を塗りましょうか、レクの
前に行きましょうか」や、失禁時は耳元で「汗をかいているみたいです
ね」と声かけし、その時々で下半身の着衣だけだったり、上・下の着衣
を交換したり何度か声をかけている。折に触れ個人情報保護法につ
いて職員に話し、情報の漏えい防止に努めている。

22

ターミナルケアについて入居時にお話しし利用者・家族の
ご意向は把握しており、どのような状態迄ホームで対応で
きるのかを話し合っている。利用者の状態の変化があった
時に家族や医師・職員と話し合い、入院やその時に応じて
対応しており、入院後お亡くなりになられた利用者の家族
から葬儀の参列をと、声をかけて頂き職員が弔辞を読ませ
て頂いた事もあるが、今迄にホームでの看取りはない。

○

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

26

入浴時間等は特に決めておらず、利用者のお好みの時間に声をか
け1人で入って頂いたり、気の合う方同士２～３人で入られたり体調に
無理のない範囲で、入っている時間・湯温やシャンプー・石鹸等、好
みに合わせて個別対応している。危険がない部分は扉の外から様子
を窺いながら、気持ち良く入浴して頂いたり、職員一人での対応が難
しい時には、二人で誘導して入って頂いている。時折、塩湯に行った
り湯の花を使ったり、ゆず湯等で季節感を楽しんで頂いている。

59

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援
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(グループホーム 座々) 評価確定日：平成20年8月1日

外部 自己 項 目
取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容） (○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、楽しみご
と、気晴らしの支援をしている

○日常的な外出支援

事業所の中だけで過ごさずに、一人ひとりのその
日の希望にそって、戸外に出かけられるよう支援
している

○鍵をかけないケアの実践

運営者及び全ての職員が、居室や日中玄関に鍵
をかけることの弊害を理解しており、鍵をかけない
ケアに取り組んでいる

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を身につけ、日ごろより
地域の人々の協力を得られるよう働きかけている

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

28

ホーム近くの散歩や行きつけの美容室に行ったり、花苗の買い物
等、食後気分が落ち着かれている時間を見計らって、ご希望をお
聞きしながら個別に外出している。家族のご協力を得ながら詩吟
教室に通ったり、墓参りや自宅に犬の散歩に帰ったり、習慣や現
在の関心事等を踏まえ気持ちを察して対応している。ＡＤＬ状況
や外出を嫌がられる方も、気分転換や五感刺激の場として畑に行
く等、戸外で過ごす機会を積極的に作っている。

（４）安心と安全を支える支援

63

6829

19：30～7：00迄の防犯上の施錠以外は行わず、職員の立つ向きの工
夫や声を掛け合って利用者の安全確認をしたり、音による行動制限・
プライバシー侵害に配慮し玄関にセンサーを設置している。利用者の
不安な表情や混乱がある時はエレベーターの電気を消したり、落ち
着かなくなられる時間帯等を予め把握し、一人で階下に降りられた時
や外出される時は職員が玄関で待ち、用事を作って後からついて
行ったり、近所の方に見守り・連絡をお願いしている。

消防署・消防設備会社と共に夜間の災害発生を想定した消火訓練
を、母体施設と合同で年2回行い、一部職員・利用者で避難経路を確
認しながらの避難訓練を毎月実施している。母体施設・職員・消防署
間の緊急通報システムや応援体制は出来ており、所長・管理者は地
域住民のご自宅を訪問し、避難時の利用者の見守り等をお願いして
いる。災害に備え缶詰類・乾麺・菓子類・カセットコンロ等や、貯水タン
クが設置され利用可能であり母体施設の備蓄も利用できる。

7330

31 79

利用者の好みや嚥下状態・疾患に応じて食材を変更し、見た目があ
まり変わらないように盛り付けている。母体施設の栄養士が1400Ｋｃａｌ
を基本に献立作成し、定期的な体重測定・血液検査の結果により、医
師の指示で栄養補助食品を使用する事もある。食事摂取量を記録し
飲み物の種類を選べるようにしたり、摂取量の減少している時は家族
のご協力を頂き、別に副菜を準備して頂いたり、手作り弁当・外食で
雰囲気を変えて食べて頂けるよう工夫している。

27 61

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援
着衣に時間がかかり「靴下はかせて」とご希望される時も、その日の利
用者の状況に合わせて「すぐ来ますので、して貰ってて良いですか」
と、声をかけて見守っている。利用者が出来る事の出発点を常に考
え、無理のない範囲でタオルたたみや出来る事をして頂き、直ぐに止
められても職員は「ありがとう」と、感謝の気持ちをお伝えしている。花
の水やりや新聞紙を一枚ずつ折ったり活け花、だし昆布切り、夜は
カーテンを閉めて頂く等の役割を持って頂いている。
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(グループホーム 座々) 評価確定日：平成20年8月1日

外部 自己 項 目
取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容） (○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）は、利用者にとって不快な音や光が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る
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利用者と一緒に居室の扉に花を作って貼り付けたり、以前からお使い
のソファーや机、友禅の座布団等の馴染みの家具や家族との写真
等、本人・家族とご相談しながら持って来て頂いている。利用者の夫と
姉が入られている仏壇を持って来られ、お仏飯やお水をあげ供養を
続けられている。生活をして頂きながらＡＤＬや生活習慣、夜間のトイ
レ移動を考え本人・家族と話し合いベッドの位置を変えたり、今迄の
習慣や夜間良眠したいというご希望で、家族の了承も頂き24：00～4：
00迄は巡視も控える等の配慮をしている。

（１）居心地のよい環境づくり

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

玄関前は季節の色とりどりの花で飾られ、一歩中に入るとガラス張りの
格子戸や、居室は家族が持って来られた暖簾が掛けられ和風の落ち
着いた感じがする。広く開放感のある廊下はカーペットが敷かれ、素
足で歩いた時に心地良い感覚刺激を受ける。畳の部屋は座卓・ソ
ファー、テレビやマッサージチェアが置かれ、ユニットによって寝転ぶ
場所だったり寛ぎの空間になっている。壁や家具等も淡い色合いで、
食事時はクラシック音楽・童謡が流れている。生ゴミもその都度処理し
天気や利用者の体調等に合わせ常に換気を行っている。
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